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Abstract 
Elemental tritium of 3.7x1012 Bq (100 Ci) was loaded into the Tritium 
Experimental System for 100 Ci/run in the Hydrogen Isotope Research 
Center.  Tritium gas loaded a stainless steel cylinder, which was purchased 
from American Radiolabeled Chemical Inc., was transferred to a tritium 
storage getter in the system.  Tritium leakage in a glove box was not 
observed during the gas transfer operation, indicating that tritium handling 
could be carried out in safe.  The tritium storage getter almost absorbed the 
gas in the cylinder.  Analysis of the quadrapole mass spectrum showed that 
the residual gas mainly contained tritiated hydrocarbons, 3He and only a 
small amount of elemental tritium.  Analysis of the gas absorbed into the 
getter was also performed.  The volume of absorbed gas corresponded 
approximately to that of 100 Ci elemental tritium gas, but radioactivity 














に「100Ciトリチウム実験装置」が設置された3,4)．本装置はこれまでに 740 GBq（20 Ci）
相当のトリチウムを用いて各部の性能試験を行ない5,6)，十分な性能を示すことが確認され
た．それを受けて今回 3.7 TBq（100 Ci）のトリチウムを用いた同位体分離実証実験を行な
うこととなった． 









ーシーブス（MS），トリチウム濃度測定用β線誘起X線スペクトル（β-ray induced X-ray 
























: ionization chamber 
GT01 - GT08 : tritium getter 
Fig. 1. Schematic diagram of selected units of 100Ci tritium handling system








 購入したトリチウムは無担体であり，その数量は公称 3.7 TBq（100 Ci）であった．トリ





を元に作製した．全長は約 40 cm，シリンダー部分は外径約 2 cm，長さ約 15 cmとなって















Photo. 1. 100Ci tritium cylinder. 
100Ciトリチウム実験装置への元素状トリチウム（100Ci）の充填
 







求めた．その結果は 3.9×10-5 Pa･m3/s（3.9×10-4 atm･cm3/s）となった． 
 
４．２．既存トリチウムの処理と GB系トリチウム除去装置の準備 









 まず，装置とシリンダーとの接続のため，Photo. 1 に示したシリンダー先端のキャップ
をGB内で開放した．その際，GB内トリチウム濃度が最大 4.4 Bq/cm3まで上昇した．キャ
ップと一段目のバルブとの間に残存していたトリチウムによる影響と考えられる．GBの体








の一段目を開けたところ，圧力計R-PI03は 0.0 Pa（0.0 Torr）より変化しなかった．続い
て二段目のバルブを開けると，圧力計の値が 1.787×104 Pa（134.0 Torr）に増加すると共
































たトリチウムを可能な限り GT02 に吸蔵した．作業行程中に GT02 のゲッター合金が失活
した可能性も否定できないため，約 90 分間 GT02を開放（R-PI03の圧力減少が見られな 
くなった）した後，GT02 を閉じ，GT08，GT07 を開放することで，残存ガス中のトリチ




















  Observed counts / Pressure Tritium conc. Radioactivity 
cpm / 102Pa / MBq/cm3 / TBq 
a) 2nd 894040 10.8 599 2.58 
b) 4th-start 307092 3.5 191 2.54 
c) 4th-end 286327 2.9 177 2.84 
d) To GT08 148818 1.5 89.9 2.79 
e) Residual gas 126827 1.2 76.2 2.95 
 




















































流値はそれぞれ 1.1×103 Pa（8.6 Torr），2.0×105 fAであった．精製運転を開始して 10 分




















1.1×103 Pa（8.1 Torr）で 894040 cpmを示した．その後の
Fig. 3. Time dependence of pressure and ionization current in the gas
purification system. 
測定は，b) 四回目の吸収
る前，c) 及び終了する直前，d) GT08，GT07 に回収しているとき，e) クライオポンプ
で回収
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クには 2.5×102 Pa（1.9 Torr）分の気体が回収された．回収した気体にはトリチウムが残
存している可能性があるため，排ガス処理装置によるトリチウム除去を行なった．装置の
詳細は文献 5）に記載されている．循環処理前に循環作業時の気体流量を 3 l/min以上にす
るため，バッファータンク内の圧力が 1.3×103 Pa（10 Torr）となるようにArガスを導入
した．その後，触媒塔を加熱せずに湿式処理を行った．約 60分の運転後，タンク内の電離
箱は開始前の値である 2.7×105 fAから低下しなかった為，触媒塔を 300℃に加熱したとこ
































少するに従い大きく見積もられる傾向があり，最も圧力の低い 1.2×102 Pa（0.9 Torr）
と見積もられた．3.7 TBqの約 8割の値でしかない．一方，重水素混
な







 Ntrue = Nobs + τ Nobs･Ntrue 
ここで，Nobsは計測した計数，Ntrueは数え落としを考慮した計数（いずれも単位はcps），τ









  CT = 9.315×10-7×NS×3.7×1010
となる．CTを元にガス全量での放射線量RT（Bq）を下記の式にて求めた． 
RT＝CT×4.6492×10  / P6 T
ここで，PT（Pa）はBIXS測定時の圧力である．それらの結果をまとめてTable １に示した． 
２回目の吸収時に測定したBIXSの値（Table 1-a）より求めたトリチウム濃度は 599×10  









ガス量から見ると，計算上 3.7 TBq相当の元素状トリチウムは 25℃で 4.2719 Pa･m3
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（32042 Torr･cm3）を占めることから，4.03 TBq相当のガスがシリンダー内に導入されて
いた事がわかった．ゲッターにガスを吸収した後の残留圧力が 1.5×102 Pa（1.1 Torr）あ
ったことから（3He等の水素同位体以外のガスによるものだと考えられる），シリンダーに
導入されていたガスの 99.1％，25℃で換算すると 4.6096 Pa･m3（34575 Torr･cm3）相当，
トリチウムにして 3.99 TBq相当がゲッターに吸収された事となった． 
結果として，ガス量から見ると 3.99 TBq相当がゲッター内に吸収されたが，トリチウム
量に関しては BIXS法による測定から最大 2.95 TBq相当量のみしか検出されなかった．購
入したトリチウムガス内に約 2割の軽水素及び重水素が混入しているとは考えにくいため，













 今回，100Ciトリチウム取扱実験装置に，3.7 TBq（100 Ci）相当の元素状トリチウムの
導入を行った．シリンダー取り付け時には 2.2×107 BqがGB内に拡散したがGB外への漏
洩は規定値を十分下回っていた．また，トリチウム移送時のGB内へのリーク量
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